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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、
　前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、
　前記前ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り
方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コ
アの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエス
ト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾
性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、
　前記前ウエスト外弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく
、
　前記前ウエスト内弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく
、
　前記前ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の
中央に位置しておらず、
　前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、
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　前記後ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を画定する後開口端縁と、前記ウエスト
回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記吸収
性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する
後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエ
スト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後
ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置して
いない弾性体非配置域とを含み、
　前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく
、
　前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく
、
　前記後ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の
中央に位置しておらず、
　前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には
前記吸収性コアの後端縁が隣接し、
　前記前ウエスト域の前記防漏性シートの外端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向に
おける離間寸法は、前記後ウエスト域の前記防漏性シートの前記外端縁から前記後開口端
縁までの前記縦方向における離間寸法よりも大きく、前記吸収性コアの前記前端縁から前
記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法が、前記吸収性コアの前記後端縁から前
記後開口端縁までの前記縦方向における離間寸法よりも小さいことを特徴とする吸収性物
品。
【請求項２】
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、
　前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、
　前記前ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り
方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コ
アの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエス
ト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾
性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、
　前記前ウエスト外弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく
、
　前記前ウエスト内弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく
、
　前記前ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の
中央に位置しておらず、
　前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、
　前記後ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を形成する後開口端縁と、前記ウエスト
回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記後ウ
エスト保持域を形成するシートと、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防
漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に
位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との
間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域
との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体非配置域とを含み、
　前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく
、
　前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく
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、
　前記後ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の
中央に位置しておらず、
　前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には
前記吸収性コアの後端縁が隣接し、
　前記防漏性シートは、前記吸収性コアの前記後端縁よりも前記後口端縁側に延出してお
り、
　前記ウエスト伸縮域は、少なくとも前記吸収性コアの前記後端縁と前記後開口端縁との
間に形成されており、
　前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁側へ延出する部分の前記縦方向の寸法
は、前記後ウエスト域における前記吸収性コアの前記縦方向の寸法よりも大きいことを特
徴とする前記吸収性物品。
【請求項３】
　前記前ウエスト外弾性域には複数条の第１前ウエスト弾性体が位置し、
　前記前ウエスト中弾性域には複数条の第２前ウエスト弾性体が位置し、
　前記前ウエスト内弾性域には複数条の第３前ウエスト弾性体が位置し、
　前記第１前ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第２前ウエスト弾性体の繊度お
よび伸長倍率よりも大きくすることによって、前記前ウエスト外弾性域の伸長応力が前記
前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、
　前記第２前ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第３前ウエスト弾性体の繊度お
よび伸長倍率よりも大きくすることによって、前記前ウエスト内弾性域の伸長応力が前記
前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、
　前記後ウエスト外弾性域には複数条の第１後ウエスト弾性体が位置し、
　前記後ウエスト中弾性域には複数条の第２後ウエスト弾性体が位置し、
　前記後ウエスト内弾性域には複数条の第３後ウエスト弾性体が位置し、
　前記第１後ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第２後ウエスト弾性体の繊度お
よび伸長倍率よりも大きくすることによって、前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記
後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、
　前記第２後ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第３後ウエスト弾性体の繊度お
よび伸長倍率よりも大きくすることによって、前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記
後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、
　前記後ウエスト内弾性域における前記第３後ウエスト弾性体のピッチ、および前記後ウ
エスト中弾性域における前記第２後ウエスト弾性体のピッチよりも前記弾性体非配置域の
前記縦方向の寸法が大きい請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、
　前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、
　前記前ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に
位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウ
エスト開口側に位置する第１補強層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して
前記クロッチ域側に位置する第２補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端
縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持
域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側
に位置する前ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、
前記前ウエスト外弾性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域
とを含み、
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　前記前ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置
する第１前ウエスト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と、前記第２補強層と前記ウエスト外層と
の間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト中弾性域は、前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエ
スト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前
記横方向の中央に位置しておらず、
　前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、
　前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に
位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間に位置して前記縦
方向へ延びる後補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する後開口端縁と、前記ウエス
ト回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記吸
収性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置す
る後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウ
エスト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記
後ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置し
ていない弾性体非配置域とを含み、
　前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置
する第１後ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト内弾性域は、前記後補強層と、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に
位置する第３後ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記吸収性コアの後端縁と前記第１
後ウエスト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記後補強層および前記ウエスト外
層の間に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト内弾性域においては、前記第３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前
記横方向の中央に位置しておらず、
　前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には
前記吸収性コアの前記後端縁が隣接し、
　前記前ウエスト域の前記防漏性シートの外端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向に
おける離間寸法は、前記後ウエスト域の前記防漏性シートの前記外端縁から前記後開口端
縁までの前記縦方向における離間寸法よりも大きく、前記吸収性コアの前記前端縁から前
記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法が、前記吸収性コアの前記後端縁から前
記後開口端縁までの前記縦方向における離間寸法よりも小さいことを特徴とする吸収性物
品。
【請求項５】
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、
　前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、
　前記前ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に
位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウ
エスト開口側に位置する第１補強層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して
前記クロッチ域側に位置する第２補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端
縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持
域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側
に位置する前ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、
前記前ウエスト外弾性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域
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とを含み、
　前記前ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置
する第１前ウエスト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と、前記第２補強層と前記ウエスト外層と
の間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト中弾性域は、前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエ
スト弾性体とを有し、
　前記前ウエスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前
記横方向の中央に位置しておらず、
　前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、
　前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に
位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間に位置して前記縦
方向へ延びる後補強層と、
　前記後ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を形成する後開口端縁と、前記ウエスト
回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記後ウ
エスト保持域を形成するシートと、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防
漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に
位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との
間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域
との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体非配置域とを含み、
　前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置
する第１後ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト内弾性域は、前記後補強層と、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に
位置する第３後ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記吸収性コアの後端縁と前記第１
後ウエスト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記後補強層および前記ウエスト外
層の間に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、
　前記後ウエスト内弾性域においては、前記第３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前
記横方向の中央に位置しておらず、
　前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には
前記吸収性コアの前記後端縁が隣接し、
　前記防漏性シートは、前記吸収性コアの前記後端縁よりも前記後開口端縁側に延出して
おり、
　前記ウエスト伸縮域は、少なくとも前記吸収性コアの前記後端縁と前記後開口端縁との
間に形成されており、
　前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁側へ延出する部分の前記縦方向の寸法
は、前記後ウエスト域における前記吸収性コアの前記縦方向の寸法よりも大きいことを特
徴とする吸収性物品。
【請求項６】
　前記吸収性コアの前記肌対向面に位置するトップシートと、前記吸収性コアの前記非肌
対向面に位置するバックシートと、前記バックシートの前記非肌対向面に配置してある前
記防漏性シートとを有する前記吸液構造体を備える請求項１～５のいずれかに記載の吸収
性物品。
【請求項７】
　前記吸収性コアの前記肌対向面に位置するトップシートと、前記吸収性コアの前記非肌
対向面に位置するバックシートと、前記バックシートの前記非肌対向面に位置する液不透
過性シートとを有する前記吸液構造体を備え、
　前記防漏性シートは、前記吸液構造体の前記非肌対向面に配置してある請求項１～５の
いずれかに記載の吸収性物品。
【請求項８】
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　前記吸収性コアは前記縦方向へ連続して延びるものであり、前記縦方向において、前記
吸収性コアの前記後端縁の位置が、前記吸収性コアの前記前端縁の位置よりも下方に配置
される請求項１～７のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記前ウエスト保持域および前記後ウエスト保持域は、前記前ウエスト域における前記
前開口端縁から前記吸収性コアの前記前端縁までの長さ寸法を基準にして設定されるもの
であり、
　前記後ウエスト保持域は、前記前ウエスト保持域を形成するシートの枚数が、前記後ウ
エスト保持域を形成するシートの枚数よりも少ない部分を有する請求項１～８のいずれか
に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記前ウエスト保持域を形成するシートの単位面積当たりの質量よりも、前記後ウエス
ト保持域を形成するシートの単位面積当たりの質量が小さい請求項１～８のいずれかに記
載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記前ウエスト域および前記後ウエスト域は、前記前ウエスト保持域における下端縁か
ら前記クロッチ域へ向けて所定の長さ寸法だけ前記縦方向へ延びて前記前後ウエスト保持
域に隣接する前ウエスト中央域及び後ウエスト中央域を有し、
　前記縦方向における単位長さ当たりの前記後ウエスト中央域の前記ウエスト回り方向へ
の伸長応力よりも、前記縦方向における単位長さ当たりの前記後ウエスト保持域の前記ウ
エスト回り方向への伸長応力が大きい請求項９又は１０に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記後ウエスト保持域は、前記吸液構造体の前記非肌対向面側に配置されて前記横方向
へ延びる後ウエスト弾性体を含み、
　前記後ウエスト弾性体は、前記ウエスト回り方向へ連続して延びる請求項９～１１のい
ずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記防漏性シートの前記非肌対向面には、外部から視認可能な図が形成され、
　前記図は、前記縦方向へ延びる構成要素を有する請求項８～１２のいずれかに記載の吸
収性物品。
【請求項１４】
　前記後ウエスト域は、前記後開口端縁から前記クロッチ域側の下端縁までの前記縦方向
の長さ寸法を三等分した場合、前記後開口端縁側に位置する後外端域と、前記クロッチ域
側に位置する後内端域と、前記後外端域と前記後内端域との間に位置する後中間域とを有
し、前記後外端域と、前記後内端域と、前記後中間域とにおける伸長応力の相関関係は、
前記後外端域≧前記後中間域＞前記後内端域である請求項１～１３のいずれかに記載の吸
収性物品。
【請求項１５】
　前記レッグ開口の一部に沿って配置されたレッグ弾性域を有し、
　前記レッグ弾性域と、前記後外端域とにおける伸長力の相関関係は、前記レッグ弾性域
＜前記後外端域であり、
　前記レッグ弾性域と、前記後中間域とにおける伸長力の相関関係は、前記レッグ弾性域
＜前記後中間域である請求項１４に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨ておむつ、使い捨てのトイレット・トレーニングパンツ、使い捨て
失禁パンツ等のパンツ型の使い捨て吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】



(7) JP 6243196 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

　従来、縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面
と、前ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、
少なくとも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁
部を互いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ
型の使い捨て吸収性物品は公知である。例えば、特許文献１には、前記縦方向において、
前記吸収性コアが前記クロッチ域からウエスト開口の端部の近傍まで前記前後ウエスト域
へ延び、前記前後ウエスト域が、肌対向面に配置した透液性トップシートと、非肌対向面
に配置した不透液性バックシートとを含み、前記縦方向において、前記透液性トップシー
トよりも前記不透液性バックシートを延出させ、前記前後ウエスト域の端部において、不
透液性シートの延出部分を前記透液性トップシートの肌対向面に折り返し、該延出部分を
透液性シートに固定した吸収性物品が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平０３－１２２８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された吸収性物品によれば、不透液性バックシートの不透液性シート
の延出部分を透液性トップシートの肌対向面に折り返し、該延出部分を透液性シートに固
定してあるため、前後ウエスト域の縦方向における端部の近傍から排泄物が漏れるのを防
止することができる。
【０００５】
　ところで、まだ自力で立つことができない乳児は、仰向けの姿勢で寝ている時間が多く
、頻繁に大便を排泄し、かつ軟便を排泄することも多い。
【０００６】
　特許文献１に開示されているように、前記吸収性コアを前記クロッチ域から前記ウエス
ト開口の一部を形成する開口端縁の近傍まで後ウエスト域へ延びるように配置すると、吸
液構造体の剛性が大きいため、この部位を弾性体の伸長応力によって縮めると、皺やうね
りが大きく出来て、ウエストに対して吸収性物品が密着せず、着用者のウエストと吸収性
物品との間にすきまが発生し、開口端縁から排泄物が漏れるおそれがあった。
【０００７】
　本発明の目的は、従来の吸収性物品の改良にあり、ウエスト開口から排泄物の漏れを防
止することができるパンツ型の使い捨て吸収性物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、第１発明は、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前
記前ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り方向
へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コアの
前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエスト外
弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾性域
と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウエス
ト外弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前記前ウエス
ト内弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記前ウエス
ト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置して
おらず、前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、前記後ウエスト
域は、前記ウエスト開口の一部を画定する後開口端縁と、前記ウエスト回り方向へ伸縮可
能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌
対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外弾性
域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域と前
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記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾性域
と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体非配
置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力
よりも大きく、前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力
よりも小さく、前記後ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の
前記横方向の中央に位置しておらず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含ま
れず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアの後端縁が隣接し、前記前ウエスト域
の前記防漏性シートの外端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法は、
前記後ウエスト域の前記防漏性シートの外端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向にお
ける離間寸法よりも大きく、前記吸収性コアの前端縁から前記前開口端縁までの前記縦方
向における離間寸法が、前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁までの前記縦方
向における離間寸法よりも小さいことを特徴とする。
　第２発明は、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域は、前記ウエ
スト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記前開
口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する
防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側
に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾性域と前記前ウエスト内弾性域と
の間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウエスト外弾性域の伸長応力が前記
前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前記前ウエスト内弾性域の伸長応力が前記
前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記前ウエスト内弾性域においては、ウエ
スト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記前ウエスト中弾
性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記ウエスト開口の一
部を形成する後開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位
置する後ウエスト保持域と、前記後ウエスト保持域を形成するシートと、前記吸収性コア
の前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト
外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性
域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内
弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性
体非配置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸
長応力よりも大きく、前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸
長応力よりも小さく、前記後ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構
造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コア
が含まれず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアの後端縁が隣接し、前記防漏性
シートは、前記吸収性コアの前記後端縁よりも前記開口端縁側に延出しており、前記ウエ
スト伸縮域は、少なくとも前記吸収性コアの前記後端縁と前記開口端縁との間に形成され
ており、前記吸収性コアの前記後端縁から前記開口端縁側へ延出する部分の前記縦方向の
寸法は、前記後ウエスト域における前記吸収性コアの前記縦方向の寸法よりも大きいこと
を特徴とする。
　第３発明は、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域は、前記肌対
向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に位置するウエスト外層と、前記ウ
エスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウエスト開口側に位置する第１補強
層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して前記クロッチ域側に位置する第２
補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可
能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌
対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエスト外弾性域と
、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾性域と前記前
ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウエスト外弾性
域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置する第１前ウエスト弾性
体とを有し、前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と、前記第２補強層と前記ウエ
スト外層との間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト中弾性域は、
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前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエスト弾性体とを有し、前記前ウ
エスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の
中央に位置しておらず、前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、
前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に位
置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間に位置して前記縦方
向へ延びる後補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する後開口端縁と、前記ウエスト
回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記吸収
性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する
後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエ
スト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後
ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置して
いない弾性体非配置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と
、前記ウエスト外層の間に位置する第１後ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾
性域は、前記後補強層と、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に位置する第３後ウエス
ト弾性体とを有し、前記後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記吸収性コアの
後端縁と前記第１後ウエスト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記後補強層およ
び前記ウエスト外層の間に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾
性域においては、前記第３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置
しておらず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中
弾性域には前記吸収性コアの後端縁が隣接し、前記前ウエスト域の前記防漏性シートの外
端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法は、前記後ウエスト域の前記
防漏性シートの外端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向における離間寸法よりも大き
く、前記吸収性コアの前端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法が、
前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向における離間寸法より
も小さいことを特徴とする。
【０００９】
　前記課題を解決するために、第４発明は、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前
記前ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に位置
するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウエス
ト開口側に位置する第１補強層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して前記
クロッチ域側に位置する第２補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と
、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と
、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位
置する前ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記
前ウエスト外弾性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを
含み、前記前ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に
位置する第１前ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と
、前記第２補強層と前記ウエスト外層との間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、
前記前ウエスト中弾性域は、前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエス
ト弾性体とを有し、前記前ウエスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前
記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記前ウエスト中弾性域内に前記吸
収性コアの前端縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内
層と、前記非肌対向面側に位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外
層との間に位置して前記縦方向へ延びる後補強層と、前記ウエスト開口の一部を形成する
後開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエ
スト保持域と、前記後ウエスト保持域を形成するシートと、前記吸収性コアの前記非肌対
向面側に位置する防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外弾性域と、
前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域と前記後ウ
エスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾性域と前記
後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体非配置域と
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を含み、前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間
に位置する第１後ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾性域は、前記後補強層と
、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に位置する第３後ウエスト弾性体とを有し、前記
後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記吸収性コアの後端縁と前記第１後ウエ
スト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記後補強層および前記ウエスト外層の間
に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾性域においては、前記第
３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記後ウエ
スト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コ
アの前記後端縁が隣接し、前記防漏性シートは、前記吸収性コアの前記後端縁よりも前記
開口端縁側に延出しており、前記ウエスト伸縮域は、少なくとも前記吸収性コアの前記後
端縁と前記開口端縁との間に形成されており、前記吸収性コアの前記後端縁から前記開口
端縁側へ延出する部分の前記縦方向の寸法は、前記後ウエスト域における前記吸収性コア
の前記縦方向の寸法よりも大きいことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　第１発明に係るパンツ型の使い捨て吸収性物品によれば、前開口端縁から吸収性コアの
前端縁までの縦方向における離間寸法が、後開口端縁から吸収性コアの後端縁までの縦方
向における離間寸法よりも小さいため、吸収性コアの剛性によって後ウエスト保持域が着
用者の肌から離間するのを抑えることができ、吸収性物品の後ウエスト域が着用者の背中
にフィットする。しかも、前ウエスト域の防漏性シートの外端縁から前開口端縁までの縦
方向における離間寸法は、後ウエスト域の防漏性シートの外端縁から後開口端縁までの縦
方向における離間寸法よりも大きいため、後ウエスト域の開口端縁から排泄物が漏れるの
を抑えることができる。
【００１１】
　第２発明に係るパンツ型の使い捨て吸収性物品によれば、吸収性コアの後端縁から開口
端縁側へ延出する部分の縦方向の寸法は、後ウエスト域における吸収性コアの縦方向の寸
法よりも大きいため、吸収性コアの剛性によってウエスト伸縮域が着用者の肌から離間す
るのを抑えることができ、吸収性物品の後ウエスト域を着用者の背中にフィットさせるこ
とができ、後ウエスト域の開口端縁から排泄物が漏れるのを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　図面は、本発明の特定の実施の形態を示し、発明の不可欠な構成ばかりでなく、選択的
及び好ましい実施の形態を含む。
【図１】本発明に係るパンツ型の使い捨て吸収性物品の一例として示す、第１実施形態に
おけるパンツ型の使い捨ておむつの斜視図。
【図２】各弾性体の最大伸長時（弾性体の収縮作用によるギャザーがなくなる程度にまで
）まで縦方向及び横方向に伸展したおむつの一部破断展開平面図。
【図３】おむつの一部破断分解斜視図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線に沿う模式的断面図。
【図５】図２のＶ－Ｖ線に沿う模式的断面図。
【図６】（ａ）後ウエスト域の一部破断拡大図。（ｂ）前ウエスト域の一部破断拡大図。
【図７】着用状態におけるおむつを正面から見た斜視図。
【図８】着用状態におけるおむつを背面から見た斜視図。
【図９】第２実施形態のおむつにおける図４と同様の模式的断面図。
【図１０】第２実施形態のおむつにおける図５と同様の模式的断面図。
【図１１】第３実施形態のおむつにおける図２と同様の一部破断展開平面図。
【図１２】第３実施形態のおむつにおける図８と同様の斜視図。
【図１３】第４実施形態のおむつにおける図４と同様の模式的断面図。
【図１４】第４実施形態のおむつにおける図５と同様の模式的断面図。
【発明を実施するための形態】



(11) JP 6243196 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

【００１３】
　下記の実施形態は、図１～１４に示すパンツ型の使い捨ておむつに関し、発明の不可欠
な構成ばかりでなく、選択的及び好ましい構成を含む。
【００１４】
＜第１実施形態＞
　図１～３を参照すると、おむつ１０は、縦軸Ｐ及び横軸Ｑと、縦方向Ｙ及び横方向Ｘと
、肌対向面及びその反対側に位置する非肌対向面と、ウエスト回り方向へ延びる環状の弾
性ウエストパネル１２と、弾性ウエストパネル１２の肌対向面に連結される吸液構造体１
１と、弾性ウエストパネル１２の肌対向面側に取り付けられた弾性クロッチパネル１３と
を含む。また、おむつ１０は、前ウエスト域１４と、後ウエスト域１５と、前後ウエスト
域１４，１５間に位置するクロッチ域１６とを有し、縦軸Ｐに関して対称である。
【００１５】
＜弾性ウエストパネル＞
　弾性ウエストパネル１２は、吸液構造体１１を着用者の股下間に固定するための弾性ベ
ルト機能を有し、前ウエスト域１４を形成する前ウエストパネル１８と、後ウエスト域１
５を形成する後ウエストパネル１９とを有する。前ウエストパネル１８は、内端縁１８ａ
と、外端縁１８ｂと、内外端縁１８ａ，１８ｂ間の両側縁１８ｃ，１８ｄとによって画定
された横長方形状を有する。後ウエストパネル１９は、内端縁１９ａと、外端縁１９ｂと
、内外端縁１９ａ，１９ｂ間の両側縁１９ｃ，１９ｄとによって画定された横長方形状を
有する。互いに対応する前ウエストパネル１８の両側縁１８ｃ，１８ｄと後ウエストパネ
ル１９の両側縁１９ｃ，１９ｄどうしは、互いに重ね合わされて、縦方向Ｙへ断続的に並
ぶシーム部２０において公知の手段、例えば、熱エンボス加工、ソニックなどによる熱溶
着手段によって連結され、ウエスト開口２２と一対のレッグ開口２３とが画定される。ウ
エスト開口２２は、前ウエストパネル１８における前開口端縁２２ａと、後ウエストパネ
ル１９における後開口端縁２２ｂとで形成される。本発明において、ウエスト開口２２は
、前ウエストパネル１８の上端部と、後ウエストパネル１９の上端部とが一致し、かつ前
ウエストパネル１８の下端部と、後ウエストパネル１９の下端部とが一致するように互い
に重ね合わせたおむつ１０であり、いずれか一方の前後ウエストパネル１８，１９の上下
端部が、他方の前後ウエストパネル１８，１９の上下端部から上下方向に突出するおむつ
は含まれない。ただし、前後ウエストパネル１８，１９の上下端部どうしが一致するとは
、製造誤差によって上下方向へ上下端部どうしが多少ずれる場合が含む。ここで「多少の
ずれ」とは、具体的には、おむつ１０の製造において、前後ウエストパネル１８，１９の
上端部どうし及び下端部どうしは、縦方向Ｙにおいて１０ｍｍ以内でずれる場合がある。
また、本発明において、前後ウエスト域１４，１５は、シーム部２０によってその両側縁
部が連結されるものであって、内端縁１８ａ，１９ａはシーム部２０の位置する該連結部
の下端を意味し、該連結部からクロッチ域１６側に位置するものではない。
【００１６】
　前後ウエストパネル１８，１９は、それぞれ、肌対向面側に位置するウエスト内層（ウ
エスト内層シート）２４，２５と、非肌対向面側に位置するウエスト外層（ウエスト外層
シート）２６，２７とを有する。ウエスト外層２６，２７はウエスト内層２４，２５より
も縦方向Ｙの幅寸法が大きく、ウエスト内層２４，２５の外端縁２４ａ，２５ａからさら
に縦方向Ｙの外側に延出している。
【００１７】
＜ウエスト外層＞
　ウエスト外層２６，２７には、質量約１５－３０ｇ／ｍ２のＳＭＳ（スパンボンド・メ
ルトブローン・スパンボンド）繊維不織布、スパンボンド不織布、エアスルー不織布、プ
ラスチックシート、または、前記いずれかの繊維不織布とプラスチックシートとのラミネ
ートシートなどを用いることができる。ウエスト内層２４，２５とウエスト外層２６，２
７とは、少なくとも一方の内面に塗布されたホットメルト接着剤または公知の熱溶着手段
によって接合される。
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【００１８】
＜ウエスト内層＞
　ウエスト内層２４，２５には、弾性繊維不織布を用いることができ、例えば、スパンボ
ンド繊維不織布、メルトブローン繊維不織布、ヒートロール繊維不織布、ＳＭＳ繊維不織
布、エアレイド繊維不織布及びエアスルー繊維不織布など公知の弾性を有する繊維不織布
を単独又はそれらを組み合わせたものから形成することができる。弾性不織布は、例えば
、ポリエチレン系、ポリウレタン系等からなるエラストマー樹脂、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ポリエステル、アクリル等からなる熱可塑性樹脂などから形成することができ
る。ウエスト内層２４，２５としては、非弾性繊維不織布を用いることもできるが、後記
のとおり、後ウエスト域１５のウエスト内層２５は直接着用者の身体に触れるものである
から、柔軟性及び肌触りを向上させるため、少なくともウエスト内層２５は弾性繊維不織
布であることが好ましい。
【００１９】
＜防漏性シート＞
　図２及び３を参照すると、ウエスト内層２４，２５とウエスト外層２６，２７との間に
は、前後ウエスト域１４，１５の横方向Ｘの中央部であって、ウエスト外層２６，２７と
補強層３０との間に、前後防漏性シート２８，２９が配置されている。図４及び５を参照
すると、前後防漏性シート２８，２９の外端縁２８ｂ，２９ｂは、吸液構造体１１の前後
端フラップ５４ａ，５５ａよりも前後開口端縁２２ａ，２２ｂ側に延出している。前後防
漏性シート２８，２９の内端縁２８ａ，２９ａは、吸収性コア５８の前後端縁５８ａ，５
８ｂよりもクロッチ域１６側に延出している。前後防漏性シート２８，２９の非肌対向面
には、外部から視認可能な図（図示せず）を印刷するのが好ましい。
【００２０】
　前後防漏性シート２８，２９は、ポリエチレンフィルム又はポリプロピレンフィルム等
のプラスチック材料から形成された液不透過性のシートで形成してもよいし、液透過性を
抑制するためにコーティングを施した繊維不織布で形成してもよい。
【００２１】
　図６（ａ），（ｂ）を参照すると、前ウエスト域１４の前防漏性シート２８の外端縁２
８ｂから前開口端縁２２ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ１は、後ウエスト域１５の
後防漏性シート２９の外端縁２９ｂから後開口端縁２２ｂまでの縦方向Ｙにおける離間寸
法Ｌ２よりも大きい。離間寸法Ｌ１は、例えば１０－５０ｍｍであり、離間寸法Ｌ２は、
例えば１－３０ｍｍである。
【００２２】
＜各ウエスト弾性体＞
　図４及び５を参照すると、前後ウエストパネル１８，１９において、ウエスト内層２４
，２５の外端縁２４ａ，２５ａからさらに縦方向Ｙの外方へ延出するウエスト外層２６，
２７の延出部位は、肌対向面側へ向かって折り返されている。折り返しによって形成され
た折曲部２６ａ，２７ａ内には、複数条の第１前後ウエスト弾性体３１，３２がホットメ
ルト接着剤を介して伸長下に収縮可能に固定されている。また、ウエスト外層２６，２７
と吸液構造体１１との間には、繊維不織布から形成された細長状の補強層３０及び前後防
漏性シート２８，２９が配置されている。補強層３０と前後防漏性シート２８，２９との
間には、複数条の第２前後ウエスト弾性体３３，３４および第３前後ウエスト弾性体３５
，３６がホットメルト接着剤を介して伸長下に収縮可能に固定されている。
【００２３】
＜前ウエスト域＞
　前ウエスト域１４は、前開口端縁２２ａ側に位置する前ウエスト外弾性域３７と、クロ
ッチ域１６側に位置する前ウエスト内弾性域３８と、前ウエスト外弾性域３７と前ウエス
ト内弾性域３８との間に位置する前ウエスト中弾性域３９とを有する。前ウエスト外弾性
域３７には、吸収性コア５８が含まれず、前ウエスト中弾性域３９及び前ウエスト内弾性
域３８には、吸収性コア５８の一部が含まれる。
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【００２４】
　また、前ウエスト域１４は、吸収性コア５８の前端縁５８ａと、前開口端縁２２ａとの
間に形成された前ウエスト伸縮域４９ａを有する。
【００２５】
　前ウエスト外弾性域３７は、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向Ｘ
へ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第１前ウエスト弾性体３１を有する。
【００２６】
　前ウエスト中弾性域３９は、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向Ｘ
へ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第２前ウエスト弾性体３３を有する。
【００２７】
　前ウエスト内弾性域３８は、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向Ｘ
へ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第３前ウエスト弾性体３５を有する。
なお、前ウエスト外弾性域３７、前ウエスト内弾性域３８、前ウエスト中弾性域３９には
、ストリング状又はストランド状のウエスト弾性体３１，３３，３５を配置する代わりに
、弾性シートを配置することによって弾性を付与してもよい。前ウエスト外弾性域３７は
、折り返したウエスト外層２６ａと、ウエスト外層２６の間に位置する第１前ウエスト弾
性体３１とを有する。前ウエスト内弾性域３５は、第２補強層３０と、第２補強層３０と
ウエスト外層２６との間に位置する第３前ウエスト弾性体３５とを有する。前ウエスト中
弾性域３９は、第１補強層３０と、吸収性コア５４を横断する第２前ウエスト弾性体３３
とを有する。
【００２８】
＜後ウエスト域＞
　後ウエスト域１５は、後開口端縁２２ｂ側に位置する後ウエスト外弾性域４０と、クロ
ッチ域１６側に位置する後ウエスト内弾性域４１と、後ウエスト外弾性域４０と後ウエス
ト内弾性域４１との間に位置する後ウエスト中弾性域４２とを有する。後ウエスト外弾性
域４０には、吸収性コア５８が含まれず、後ウエスト中弾性域４２には、吸収性コア５８
が含まれないが、吸収性コア５８の後端縁５８ｂに隣接し、後ウエスト内弾性域４１には
、吸収性コア５８の一部が含まれる。
【００２９】
　後ウエスト外弾性域４０には、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向
Ｘへ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第１後ウエスト弾性体３２を有する
。
【００３０】
　後ウエスト中弾性域４２には、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向
Ｘへ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第２後ウエスト弾性体（後ウエスト
弾性体）３４を有する。第２後ウエスト弾性体３４は、吸液構造体１１の非肌対向面側に
配置される。
【００３１】
　後ウエスト内弾性域４１には、縦方向Ｙにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、横方向
Ｘへ延びる複数条のストリング状又はストランド状の第３後ウエスト弾性体３６を有する
。なお、後ウエスト外弾性域４０、後ウエスト内弾性域４１、後ウエスト中弾性域４２に
は、ストリング状又はストランド状のウエスト弾性体３２，３４，３６を配置する代わり
に、弾性シートを配置することによって弾性を付与してもよい。後ウエスト外弾性域４０
は、折り返したウエスト外層２７ａと、ウエスト外層２７の間に位置する第１後ウエスト
弾性体３２とを有する。後ウエスト内弾性域４１は、後補強層３０と、後補強層３０とウ
エスト外層２７の間に位置する第３後ウエスト弾性体３６とを有する。後ウエスト中弾性
域４２は、縦方向Ｙにおいて、吸収性コア５８の後端縁５８ｂと第１後ウエスト弾性体３
２との間に位置し、後補強層３０と、後補強層３０およびウエスト外層２７の間に位置す
る第２前ウエスト弾性体３４とを有する。
【００３２】
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＜ウエスト弾性体＞
　前後ウエスト外弾性域３７，４０の横方向Ｘへの伸長応力は、前後ウエスト中弾性域３
９，４２の横方向Ｘへの伸長応力よりも大きく設定されている。本実施形態において、第
１前後ウエスト弾性体３１，３２は、繊度４７０－９４０ｄｔｅｘのストリング状又はス
トランド状の弾性材料を約１．６－３．５倍に伸長して収縮可能に取り付けられたもので
ある。第２前後ウエスト弾性体３３，３４は、繊度３１０－７８０ｄｔｅｘのストリング
状又はストランド状の弾性材料を約１．８－２．８倍に伸長して収縮可能に取り付けられ
たものである。このように、第２前後ウエスト弾性体３３，３４よりも第１前後ウエスト
弾性体３１，３２の繊度及び伸長倍率を大きく設定することによって、前後ウエスト外弾
性域３７，４０の伸長応力を前後ウエスト中弾性域３９，４２のそれよりも大きくするこ
とができる。
【００３３】
　具体的には、前後ウエスト外弾性域３７，４０の最大伸長時１７１％の伸長応力は、約
０．７－１．７Ｎ／ｍｍであり、前後ウエスト中弾性域３９，４２の最大伸長時１７１％
の伸長応力は約０．４－１．４Ｎ／ｍｍである。このように、前後ウエスト外弾性域３７
，４０は、相対的に大きな伸長応力を有し、着用者の身体に安定的にフィットするので、
相対的にレッグ弾性域６２の伸長応力を低く設定しても、おむつ１０が下方にずれること
を防止することができる。なお、前後ウエスト外弾性域３７，４０の伸長応力と、前後ウ
エスト中弾性域３９，４２の伸長応力とを同一にしてもよい。
【００３４】
　伸長応力の差を設けるには、弾性体の繊度や、伸長倍率が異なるものを使用する場合に
限られない。例えば、異なる材料から弾性体を形成すること、及び同一の材料から形成さ
れる弾性体を用いて、各弾性域における弾性体どうしの離間距離に違いを設けることによ
っても達成することができる。当然に、使用する材料、弾性体の繊度や、伸長倍率、弾性
体の離間距離を、適宜組み合わせることによって、各弾性域における所望の伸長応力を設
定することができる。
【００３５】
＜伸長応力の測定方法＞
　前後ウエスト外内中弾性域３７－４０の伸長応力は、インストロン　ジャパン　カンパ
ニーリミテッド社製の引張試験機（ＩＮＳＴＲＯＮ　型式：５５６４）を用いて、以下の
方法で測定する。まず、引張試験機において、一対の上下チャック（摘み具）間の離間寸
法Ｒをおむつの自然状態における横方向Ｘの寸法（ウエスト域のサイドシーム部間の距離
）と同じ大きさにして、サイクルモード、引張スピード１００ｍｍ／ｍｉｎの条件下にお
いて測定する。
【００３６】
　次に、おむつ１０から吸液構造体１１を含まないように横方向Ｘの長さ寸法が３－５ｃ
ｍの測定試料を切り出し、各ウエスト弾性体の収縮力によって生じるギャザーがなくなる
状態になるまで横方向Ｘに伸長させて、かかる状態における両側縁部のシーム部２０間の
寸法を最大伸長時の寸法Ｒ１（図示せず）とした。なお、かかる最大寸法Ｒ１に用いた試
料は、伸長応力の測定には使用しない。次に、おむつ１０から切り取った試料の両側縁部
をそれぞれ上下チャックに固定した。かかる状態において、上下チャックが互いに離間す
るように試料を上下方向へ引っ張り、試料を所要の長さにまで伸長させた。
【００３７】
　また、予め測定した最大伸長時の寸法Ｒ１を１００％とする。チャック間距離Ｒから測
定を開始し、チャック間の離間寸法が最大寸法Ｒ１の約８７％となるまで試料を伸長させ
た。次に、最大寸法Ｒ１の約８７％まで伸長させた試料を次第に収縮させて、上下チャッ
ク間の離間距離が約７１％となったときの伸長応力を測定し、試料の幅に基づいて、単位
幅（約３０ｍｍ）当たりの値に換算した値を測定値（Ｎ／３０ｍｍ）にした。
【００３８】
　前後ウエスト内弾性域３８，４１が含む第３前後ウエスト弾性体３５，３６は、繊度約
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３１０－６２０ｄｔｅｘのストリング状又はストランド状の弾性材料を約１．１－３．５
倍に伸長して収縮可能に取り付けられたものである。前後ウエスト内弾性域３８，４１の
最大伸長時１７１％の伸長応力は、約０．２－１．２Ｎ／ｍｍである。前後ウエスト内弾
性域３８，４１の伸長応力は、前後ウエストパネル１８，１９から約３０ｍｍの試料を切
り出して、前後ウエスト外弾性域３７，４０及び前後ウエスト中弾性域３９，４２の伸長
応力と同様にして測定した。
【００３９】
　第３前後ウエスト弾性体３５，３６よりも第１前後ウエスト弾性体３１，３２の繊度及
び伸長倍率を大きくすることによって、前後ウエスト内弾性域３８，４１の伸長応力（引
張強度）を前後ウエスト外弾性域３７，４０のそれよりも低くすることができる。
【００４０】
　第２前後ウエスト弾性体３３，３４よりも第３前後ウエスト弾性体３５，３６の繊度及
び伸長倍率を大きくすることによって、前後ウエスト内弾性域３８，４１の伸長応力（引
張強度）を前後ウエスト中弾性域３９，４２のそれよりも低くすることができる。
【００４１】
　おむつにおいて、吸収性コアの近傍からウエスト開口の開口端縁側へ複数条のウエスト
弾性体が設けられている場合には、吸収性コアの近傍に位置するウエスト弾性体が吸液構
造体の比較的に高い剛性の影響を受けて収縮し難くなる一方、開口端縁側に位置するウエ
スト弾性体が所要の収縮力を発揮することによって、開口端縁側の領域の横方向の寸法が
小さくなり、前後ウエストパネルが着用者の身体にフィットする。本実施形態においては
、前後ウエスト外弾性域３７，４０が吸収性コア５８を含まず、前後ウエスト外弾性域３
７，４０は、吸収性コア５８の前後端縁５８ａ，５８ｂと、前開口端縁２２ａ，２２ｂと
の間に形成されているため、第１及び第２前後ウエスト弾性体３１－３４に対する吸収性
コア５８の剛性による影響を小さくしつつ、第１及び第２前後ウエスト弾性体３１－３４
が伸縮する。したがって、吸収性コア５８の前後端縁５８ａ，５８ｂに位置するウエスト
回り方向の寸法よりも、第１及び第２前後ウエスト弾性体３１－３４が配置された前後ウ
エスト外弾性域３７，４０のウエスト回り方向の寸法が小さくなることから、前後ウエス
ト外弾性域３７，４０が着用者の身体にフィットする。特に、着用者の背部の凹凸に対し
ても前後ウエスト外弾性域３７，４０が伸縮するため、背部と後ウエストパネル１９との
間に隙間が発生することを抑えて、後ウエスト域１５の後開口端縁２２ｂから排泄物が漏
れるのを抑えることができる。前ウエスト域１４においても同様である。
【００４２】
　前後ウエスト外弾性域３７，４０及び前後ウエスト中弾性域３９，４２においては、第
１及び第２前後ウエスト弾性体３１－３４が横方向Ｘへ連続して延びるため、これらの第
１及び第２前後ウエスト弾性体３１－３４がウエスト回り方向へ連続する。よって、前後
ウエストパネル１８，１９の前後ウエスト外弾性域３７，４０及び前後ウエスト中弾性域
３９，４２においては、ウエスト回りの全周からおむつ１０を着用者へ押し当てることが
できるため、着用者の身体におむつ１０をフィットさせることができる。
【００４３】
　前ウエスト域１４の前ウエスト内弾性域３８においては、第３前ウエスト弾性体３５が
吸液構造体１１の横方向Ｘの中央には位置しておらず、その収縮力が吸液構造体１１に作
用して体液の漏れの原因となるようなギャザーを生じさせるおそれはない。
【００４４】
　後ウエスト域１５の後ウエスト内弾性域４１においては、第３後ウエスト弾性体３６が
吸液構造体１１の横方向Ｘの中央には位置しておらず、その収縮力が吸液構造体１１に作
用して体液の漏れの原因となるようなギャザーを生じさせるおそれはない。
【００４５】
　また、弾性ウエストパネル１２は、前ウエストパネル１８における開口端縁２２ａから
クロッチ域１６側へ所与の長さ寸法Ｌ９、縦方向Ｙへ延びるウエスト保持域５１ａと、ウ
エスト保持域５１ａの下端縁からクロッチ域１６側へ所与の長さ寸法Ｌ１０、縦方向Ｙへ
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延びてウエスト保持域５１ａに隣接するウエスト中央域５１ｂとを有する（図１，４及び
５参照）。
【００４６】
　ウエスト保持域５１ａは、前ウエストパネル１８において、吸収性コア５８の前端縁５
８ａと、前開口端縁２２ａとの間に形成され、縦方向Ｙにおける長さ寸法Ｌ９によって設
定される領域であり、後ウエストパネル１９においても、後開口端縁２２ｂからクロッチ
域１６側へ長さ寸法Ｌ９によって設定される領域である。ウエスト保持域５１ａの縦方向
Ｙの長さ寸法Ｌ９と、ウエスト中央域５１ｂの長さ寸法とは例えば同一である。
【００４７】
　具体的には、長さ寸法Ｌ９は１０－６０ｍｍであり、長さ寸法Ｌ１０は１０－６０ｍｍ
である。
【００４８】
　ウエスト保持域５１ａは、前ウエストパネル１８側の前ウエスト保持域４９ｂと、後ウ
エストパネル１９側の後ウエスト保持域５０ｂとで形成される。前ウエスト保持域４９ｂ
と、前ウエスト伸縮域４９ａとは同一の領域である。
【００４９】
　前ウエスト保持域４９ｂは、吸収性コア５８を含まずに、ウエスト内層２４と、ウエス
ト外層２６と、補強層３０（第１補強層３０および第２補強層３０）と、前防漏性シート
２８と、吸液構造体１１における身体側ライナ５９、外カバー６０、及び防漏性シート６
１とを積層して構成してある。よって、前ウエスト保持域４９ｂの一部は、７枚のシート
を積層して構成した部分を有する。また、前ウエスト保持域４９ｂは、例えば３本の第１
前ウエスト弾性体３１と、１本の第２前ウエスト弾性体３３とを含む。第１補強層３０は
、ウエスト開口２２側に位置し、第２補強層３０はクロッチ域１６側に位置し、第１補強
層３０と第２補強層３０とは縦方向Ｙに離間している。
【００５０】
　後ウエスト域１５において、後開口端縁２２ｂから長さ寸法Ｌ９で設定される後ウエス
ト保持域５０ｂは、例えば６本の第１前ウエスト弾性体３２を含み、吸液構造体１１の吸
収性コア５８、身体側ライナ５９、外カバー６０、及び防漏性シート６１と補強層３０（
縦方向Ｙへ延びる後補強層３０）とを含まずに、ウエスト内層２５と、ウエスト外層２７
と、後防漏性シート２９とを積層して構成してある。よって、後ウエスト保持域５０ｂは
、４枚のシートを積層して構成した部分を有する。よって、後ウエスト保持域５０ｂは、
前ウエスト保持域４９ｂを構成するシートの枚数が、後ウエスト保持域５０ｂを構成する
シートの枚数よりも少ない部分を有する。従って、後ウエストパネル１９における後ウエ
スト保持域５０ｂの厚さ寸法を、前ウエストパネル１８における前ウエスト保持域４９ｂ
の厚さ寸法より小さくすることができるから、後ウエストパネル１９を着用者の身体に強
く押し当てることができる一方、前ウエスト域１４において前ウエストパネル１８を着用
者の身体に対して過剰な力が加わらないように押し当てることができる。上記作用・効果
は、前ウエスト保持域４９ｂを形成するシートの単位面積当たりの質量よりも、後ウエス
ト保持域５０ｂを形成するシートの単位面積当たりの質量が小さくなるように前後ウエス
トパネル１８，１９を形成することによっても達成することができる。
【００５１】
　ウエスト中央域５１ｂは、前後ウエストパネル１８，１９において、前ウエスト保持域
４９ｂの下端縁からクロッチ域１６へ向けて所定の長さ寸法Ｌ１０だけ縦方向Ｙへ延びて
前ウエスト保持域４９ｂに隣接するように配置されたものである。よって、ウエスト中央
域５１ｂは、縦方向Ｙにおける位置が同じである前ウエスト中央域４９ｃと、後ウエスト
パネル１９によって形成される。
【００５２】
　前ウエスト中央域４９ｃは、例えば吸収性コア５８の前端縁５８ａの一部と、１本の第
２前ウエスト弾性体３３とを含むように形成してある。
【００５３】
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　後ウエスト中央域５０ｃは、吸収性コア５８を含まず、例えば１本の第２後ウエスト弾
性体３４とを含むように形成してある。
【００５４】
　上述したように、第２前後ウエスト弾性体３３，３４の繊度及び伸長倍率よりも第１前
後ウエスト弾性体３１，３２のそれよりも大きく設定してあるため、
縦方向Ｙにおける単位長さ当たりの前後ウエスト中央域４９ｃ，５０ｃのウエスト回り方
向の伸長応力よりも、縦方向Ｙにおける単位長さ当たりの前後ウエスト保持域４９ｂ，５
０ｂのウエスト回り方向の伸長応力を大きくすることができる。
【００５５】
　よって、伸長応力の大きい前後ウエスト保持域４９ｂ，５０ｂにおいて、前後ウエスト
パネル１８，１９が着用者の身体に安定的にフィットするので、相対的に前後ウエスト中
央域４９ｃ，５０ｃにおける伸長応力を小さく設定することができ、レッグ弾性域６２に
おける伸長応力を小さく設定することができる。従って、レッグ弾性域６２の伸長応力を
低くしても、おむつ１０が下方へずれることを防止することができる。
【００５６】
＜クロッチパネル＞
　弾性クロッチパネル１３は、不透液性のクロッチシート４４から形成される。クロッチ
シート４４は、各種公知の繊維不織布またはプラスチックフィルムから形成された単層又
は複数層のシート部材を用いることもできる。
【００５７】
　弾性クロッチパネル１３は、前後端部４６，４７と、前後端部４６，４７間に位置する
中間部４８とを有する。前後端部４６，４７は、その非肌対向面側に位置する、ホットメ
ルト接着剤を塗布してなる接合域を介して前後ウエストパネル１８，１９の内端縁１８ａ
，１９ａ側の肌対向面に固定される。また、中間部４８は、その肌対向面側に位置する吸
液構造体１１に固定される。
【００５８】
＜吸液構造体＞
　吸液構造体１１は、縦長のパッド形状を有し、前後端部５４，５５と、中間部５６と、
少なくともクロッチ域１６において縦方向Ｙへ延びる吸収性コア５８と、吸収性コア５８
の肌対向面側に位置する身体側ライナ（トップシート）５９と吸収性コア５８の非肌対向
面側に位置する外カバー（バックシート）６０と、外カバー６０の非肌対向面側に位置す
る防漏性シート６１とを含む。吸液構造体１１には、その非肌対向面のほぼ全体にホット
メルト接着剤が公知のパターンで塗布されている。前後端部５４，５５は、それぞれ、該
ホットメルト接着剤を介して前後ウエストパネル１８，１９の肌対向面に固定されており
、中間部５６は該ホットメルト接着剤を介して弾性クロッチパネル１３の肌対向面に固定
される。図３に示すとおり、吸液構造体１１の前端部５４は、前ウエストパネル１８のウ
エスト内層２４の肌対向面に固定されており、後端部５５は、後ウエストパネル１９のウ
エスト内層２５とウエスト外層２７との間においてウエスト外層２７の肌対向面に固定さ
れる。吸液構造体１１の前端部５４がウエスト内層２４の肌対向面に固定されることによ
って、着用者の肌には、伸縮弾性を有する比較的に柔軟なウエスト内層２４が直接触れる
ので、肌触りが向上する。また、後端部５５がウエスト内層２５とウエスト外層２７との
間に固定されることから、排泄された体液が拡散してクロッチ域１６から後ウエスト域１
５に位置する吸液構造体１１の後端部５５まで拡散しても、体液が直接着用者の肌に触れ
るのを防止することができる。
【００５９】
　吸収性コア５８は、質量約３００－９００ｇ／ｍ２であって、フラッフパルプと、超吸
収性ポリマー粒子（ＳＡＰ）とオプションとして含まれる熱溶着性ステープル繊維との混
合から形成された芯材（不図示）と、芯材を覆う液透過性の繊維不織布（不図示）とから
構成される。身体側ライナ５９には、質量約１０～３０ｇ／ｍ２の透液性のスパンボンド
不織布やＳＭＳ不織布等の各種公知の繊維不織布を用いることができる。外カバー６０に
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は、質量約１０－３０ｇ／ｍ２の不透液性のスパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、プラス
チックシートまたは繊維不織布とプラスチックシートとのラミネートシート等を用いるこ
とができる。
【００６０】
　吸収性コア５８は、縦方向Ｙへ連続して延びるものであり、縦方向Ｙにおいて、後端縁
５８ｂの位置が、前端縁５８ａの位置よりも下方に配置されている。
【００６１】
　吸液構造体１１の前端部５４は、身体側ライナ５９と外カバー６０と防漏性シート６１
とで形成された前端フラップ５４ａを有する。吸液構造体１１の後端部５５は、身体側ラ
イナ５９と外カバー６０と防漏性シート６１とで形成された後端フラップ５５ａを有する
。
【００６２】
　図６（ａ）を参照すると、縦方向Ｙにおいて、吸収性コア５８の前端縁５８ａから前開
口端縁２２ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ３は、前ウエスト域１４における吸収性
コア５８の縦方向の寸法Ｌ４よりも小さい。
【００６３】
　図６（ｂ）を参照すると、縦方向Ｙにおいて、吸収性コア５８の後端縁５８ｂから後開
口端縁２２ｂ側へ延出する部分の縦方向の寸法Ｌ５は、後ウエスト域１５における吸収性
コア５８の縦方向Ｙの寸法Ｌ６よりも大きい。
【００６４】
　また、前ウエスト域１４における、吸収性コア５８の前端縁５８ａから前開口端縁２２
ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ３が、後ウエスト域１５における、吸収性コア５８
の後端縁５８ｂから後開口端縁２２ｂまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ５よりも小さい
。
【００６５】
　このおむつ１０では、吸収性コア５８の後端縁５８ｂから後開口端縁２２ｂ側へ延出す
る部分の縦方向の寸法Ｌ５が、後ウエスト域１５における吸収性コア５８の縦方向Ｙの寸
法Ｌ６よりも大きいため、後ウエスト域１５における比較的剛性の大きい吸収性コア５８
の縦方向Ｙの長さ寸法を小さくすることができるとともに、後ウエスト域１５における吸
収性コア５８が存在しない後ウエスト伸縮域５０ａの縦方向Ｙの長さ寸法（Ｌ５（図６参
照））を大きくすることができる。よって、図８に示すように、吸収性コア５８が存在し
ない後ウエスト伸縮域５０ａの面積が広くなるため、着用者の背部の凹みと後ウエストパ
ネル１９の後ウエスト伸縮域５０ａとの間にスキマが生じることもなく、ウエスト開口２
２の後開口端縁２２ｂから排泄物が漏れるのを防止することができる。
【００６６】
　着用者のウエストは、腹部が外方に向かって突出する一方、背部が内方に向かって凹む
。着用者がおむつを着用すると、おむつの前後ウエストパネルには、外方へ突出する方向
に力が加わるが、ウエスト弾性体の収縮力等によって前後ウエストパネルがウエストに押
し当てられる。このおむつ１０では、吸収性コア５８の前端縁５８ａから前開口端縁２２
ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ３が、吸収性コア５８の後端縁５８ｂから後開口端
縁２２ｂまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ５よりも小さいため（図６参照）、図７及び
８に示すように、前ウエスト域１４における吸収性コアの縦方向Ｙの長さ寸法Ｌ４を、後
ウエスト域１５における吸収性コアの縦方向Ｙの長さＬ６よりも大きくし、腹部に当たる
前ウエストパネル１８の剛性を相対的に大きくする一方、背部に当たる後ウエストパネル
１９の剛性を相対的に小さくすることができる。よって、外方に突出する腹部側では、比
較的剛性の大きい前ウエストパネル１８を腹部に弱く押し当てる一方、内方に凹む部分を
有する背部側では、比較的剛性の小さい後ウエストパネル１９を後ウエスト弾性体３２，
３４，３６によって強く押し当てることができる。このおむつ１０では、ウエスト回りの
凹凸を考慮して、前ウエストパネル１８の剛性の大きさと後ウエストパネル１９の剛性の
大きさとを相違させて、前後ウエストパネル１８，１９を着用者に押し当てているため、
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着用者のウエストに対しておむつ１０が下方へずれることを防止することができる。この
効果に加え、前ウエスト域１４の前防漏性シート２８の外端縁２８ｂから前開口端縁２２
ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ１は、後ウエスト域１５の後防漏性シート２９の外
端縁２９ｂから後開口端縁２２ｂまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ２よりも大きいため
、後ウエスト域１５における後防漏性シート２９の縦方向Ｙの長さ寸法を大きくすること
ができるから、ウエスト開口２２の後開口端縁２２ｂから排泄物が漏れるのを確実に防止
することができる。
【００６７】
＜おむつの各寸法＞
　図２を参照すると、おむつ１０の縦方向Ｙにおける寸法Ｌ１１は約３５０－６００ｍｍ
，おむつ１０の横方向Ｘにおける寸法Ｗ１は約３００－４３０ｍｍ、クロッチ域１６の縦
方向Ｙにおける寸法Ｌ１２は約１８０－３００ｍｍ、前ウエスト域１４の側縁１８ｄの縦
方向Ｙにおける寸法（後ウエスト域１５の側縁１９ｄの縦方向Ｙにおける寸法と同じ）Ｌ
１３は約６０－１３０ｍｍである。
【００６８】
＜弾性サイドフラップ＞
　図２及び３を参照すると、弾性クロッチパネル１３は、また、吸液構造体１１の両側縁
から横方向Ｘの外側に位置する一対の弾性サイドフラップ４３を有する。弾性サイドフラ
ップ４３は、クロッチシート４４の両側部を折り曲げて形成された折曲部位と、該折曲部
内に配置された縦方向Ｙへ延びる複数条のストリング状又はストランド状のレッグ弾性体
５２とから構成される。弾性サイドフラップ４３の前後端部（弾性クロッチパネル１３の
前後端部４６，４７の一部）は、横方向Ｘの外向きに固定される。弾性サイドフラップ４
３は、吸液構造体１１の側縁１１ｃに配置された非弾性域６３と、非弾性域６３の横方向
Ｘの外側に位置する、レッグ弾性体５２が配置されたレッグ弾性域６２とを有する。
【００６９】
　レッグ弾性域６２には、横方向Ｘにおいて互いに所与寸法離間し、かつ、縦方向Ｙに延
びる複数条のストリング状又はストランド状のレッグ弾性体５２が配置されている。なお
、レッグ弾性域６２には、ストリング状又はストランド状の複数条のレッグ弾性体５２を
配置する代わりに、弾性シートを配置することによって弾性を付与してもよい。
【００７０】
　レッグ弾性体５２は、繊度２１０－４７０ｄｔｅｘのストリング状又はストランド状の
弾性材料を約１．８－３．０倍に伸長して収縮可能に取り付けられたものである。
【００７１】
　レッグ弾性域６２の伸長応力は、弾性サイドフラップ４３から約３０ｍｍの試料を切り
出すことができた場合には、前後ウエスト外弾性域３７，４０等の伸長応力と同様にして
測定した。また、約３０ｍｍの試料を切り出すことができない場合、縦方向Ｙの寸法が一
定であるように試料を切り出して伸長力を測定し、その測定した値を、試料の幅が３０ｍ
ｍである場合の伸長応力に換算した。
【００７２】
　第１前後ウエスト弾性体３１，３２よりもレッグ弾性体５２の繊度及び伸長倍率を大き
くすることによって、レッグ弾性域６２の伸長力を前後ウエスト外弾性域３７，４０のそ
れよりも低くすることができる。
【００７３】
　前後ウエスト外弾性域３７，４０では横方向Ｘへ伸縮するように前後ウエストパネル１
８，１９に力が加わる一方、レッグ弾性域６２では縦方向Ｙへ伸縮するように力が弾性ク
ロッチパネル１３に力が加わる。前後ウエストパネル１８，１９と弾性クロッチパネル１
３とが交差する部位では、両者の力が加わる。本実施形態のおむつ１０によれば、前後ウ
エスト外弾性域３７，４０の伸長応力をレッグ弾性域６２のそれよりも大きくしているた
め、前後ウエスト外弾性域３７，４０が縦方向Ｙへ伸縮することを抑える一方、横方向Ｘ
へ伸縮することができるようにして、着用者のウエスト回りにおむつ１０をフィットさせ
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ることができる。
【００７４】
　レッグ弾性体５２よりも第２前後ウエスト弾性体３３，３４の繊度及び伸長倍率を大き
くすることによって、レッグ弾性域６２の伸長力を前後ウエスト中弾性域３９，４２のそ
れよりも低くすることができる。
【００７５】
　前後ウエスト中弾性域３９，４２では横方向Ｘへ伸縮するように前後ウエストパネル１
８，１９に力が加わる一方、レッグ弾性域６２では縦方向Ｙへ伸縮するように力が弾性ク
ロッチパネル１３に力が加わる。前後ウエストパネル１８，１９と弾性クロッチパネル１
３とが交差する部位では、両者の力が加わる。本実施形態のおむつ１０によれば、前後ウ
エスト中弾性域３９，４２の伸長応力をレッグ弾性域６２のそれよりも大きくしているた
め、前後ウエスト外弾性域３７，４０が縦方向Ｙへ伸縮することを抑える一方、横方向Ｘ
へ伸縮することができるようにして、着用者のウエスト回りにおむつ１０をフィットさせ
ることができる。
【００７６】
　本実施形態の一例として、縦方向Ｙにおいて分断された前ウエストパネル１８及び後ウ
エストパネル１９を、吸液構造体１１によって連結するおむつ１０を用いたが、前後ウエ
スト域１４，１５とクロッチ域１６とが連続したシート部材によって形成されたシャーシ
から構成され、シャーシの肌対向面に吸液構造体１１が配置されているおむつに本発明を
適用してもよい。しかし、縦方向において分断された前ウエストパネル及び後ウエストパ
ネルを、吸液構造体によって連結するおむつは、通常、縦方向に沿って延びる弾性体、及
び横方向に沿って延びる弾性体のみを備えている。よって、縦方向に沿って延びる弾性体
の収縮力によって、前後ウエストパネル１８，１９が、着用者のウエストに対して下方に
ずれるおそれがある。本発明は、上述したように、前後ウエストパネル１８，１９が、着
用者のウエストに対して下方にずれることを防止することができるため、上記おむつに対
して特に有効である。
【００７７】
　本実施形態の一例として、前後防漏性シート２８，２９が、液不透過性を有するととも
に、前後防漏性シート２８，２９の非肌対向面に、外部から視認可能な図が印刷されたお
むつ１０を用いたが、液透過性のフィルムと、図が印刷されたシートとを別個に設けても
よい。
【００７８】
　また、上述した実施形態では、前後防漏性シート２８，２９として、前ウエストパネル
１８が前防漏性シート２８を含み、後ウエストパネル１９が後防漏性シート２９を含むお
むつ１０を一例として説明したが、前後防漏性シート２８，２９を前ウエストパネル１８
と後ウエストパネル１９とに個別に設ける必要はなく、縦方向Ｙにおいて、前ウエスト域
１４から後ウエスト域１５へ延びる１枚の防漏性シートで構成してもよい。
【００７９】
　さらに、上述した実施形態の前ウエスト域１４は、縦方向Ｙにおいて、前ウエスト内弾
性域３８と前ウエスト中弾性域３９との間に、弾性体を配置していない弾性体非配置域を
有している例を示したが、弾性体非配置域を設けなくてもよい。
【００８０】
　また、上述した実施形態の後ウエスト域１５は、縦方向Ｙにおいて、後ウエスト内弾性
域４１と後ウエスト中弾性域４２との間に、弾性体を配置していない弾性体非配置域を有
している例を示したが、弾性体非配置域を設けなくてもよい。
【００８１】
　また、上述した実施形態のおむつ１０では、前後ウエスト外弾性域３７，４１における
伸長応力が、前後ウエスト中弾性域３９，４２における伸長応力よりも大きいもので説明
した。しかし、この発明は、それに限られず、前後ウエスト中弾性域３９，４２における
伸長応力と、前後ウエスト外弾性域３７，４１における伸長応力とが等しくてもよい。
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【００８２】
＜第２実施形態＞
　図９を参照すると、本実施形態においても、吸液構造体１１は、吸収性コア５８と身体
側ライナ５９（トップシート）と外カバー（バックシート）６０と防漏性シート６１とで
形成されている。一方、前ウエストパネル１８は、前防漏性シート２８及び補強層３０を
含まず、吸液構造体１１の防漏性シート６１が、前開口端縁２２ａ側へ延びている。また
、ウエスト内層２４は、前開口端縁２２ａの近傍まで縦方向Ｙへ延びている。さらに、ウ
エスト内層２４とウエスト外層２６との間に第１乃至第３前ウエスト弾性体３１，３３，
３５が配置されている。防漏性シート６１は、ウエスト内層２４と、外カバー６０との間
に配置されている。なお、吸収性コア５８は、不図示のコアラップシートで覆われている
。
【００８３】
　図１０を参照すると、後ウエストパネル１９は、後防漏性シート２９及び補強層３０を
含まず、吸液構造体１１の防漏性シート６１が、後開口端縁２２ｂ側へ延びている。また
、ウエスト内層２５は、後開口端縁２２ｂの近傍まで縦方向Ｙへ延びている。さらに、ウ
エスト内層２５とウエスト外層２７との間に第１乃至第３後ウエスト弾性体３２，３４，
３６が配置されている。防漏性シート６１は、ウエスト内層２５と、外カバー６０との間
に配置されている。
【００８４】
　図９及び１０を参照すると、前ウエスト域１４における防漏性シート６１の一方の外端
縁６１ａから前開口端縁２２ａまでの縦方向Ｙにおける離間寸法Ｌ７は、後ウエスト域１
５における防漏性シート６１の他方の外端縁６１ｂから後開口端縁２２ｂまでの縦方向Ｙ
における離間寸法Ｌ８よりも大きい。
【００８５】
　第２実施形態にかかるおむつ１０によれば、第１実施形態にかかるおむつ１０と同様の
作用・効果を有する。加えて、吸液構造体１１の防漏性シート６１を利用して、前後ウエ
ストパネル１８，１９に個別の前後防漏性シート２８，２９を設ける必要がないため、部
品コストを安価にするとともに、容易を製造することができる。
【００８６】
＜第３実施形態＞
　図１１を参照すると、本実施形態においては、弾性クロッチパネル１３の両側には、第
１図７１が配置され、第１図７１は、おむつ１０の非肌対向面から視認できるように構成
されている。図１１において、第１図７１が形成される領域を符号７２で示す。第１図７
１には、横方向Ｘへ延びる第１構成要素７３を含む。
【００８７】
　本実施形態における前防漏性シート２８の非肌対向面には第２図７４ａが形成され、第
２図７４ａは、おむつ１０の非肌対向面から視認できるように構成されている。図１１に
おいて、第２図７４ａが形成される領域を符号７５で示す。第２図７４ａは、横方向Ｘに
おいて、前防漏性シート２８の例えば全幅に形成してある。第２図７４ａには、縦方向Ｙ
へ延びる第２構成要素７６を含む。前ウエストパネル１８において、第２図７４ａが形成
されている領域７５の前開口端縁２２ａ側には、第２図７４ａが形成されていない非表示
領域８０が形成されている。
【００８８】
　また、後防漏性シート２９の非肌対向面には第２図７４ｂが形成され、第２図７４ｂは
、おむつ１０の非肌対向面から視認できるように構成されている。図１１において、第２
図７４ｂが形成される領域を符号７７で示す。第２図７４ｂは、横方向Ｘにおいて、後防
漏性シート２９の例えば全幅に形成してある。第２図７４ｂには、縦方向Ｙへ延びる第２
構成要素７８を含む。後ウエストパネル１９において、第２図７４ｂが形成されている領
域７７の後開口端縁２２ｂ側には、第２図７４ｂが形成されていない非表示領域８１が形
成されている。
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【００８９】
　図１２を参照すると、後ウエスト域１５には、第１後ウエスト弾性体３２および第２後
ウエスト弾性体３４の収縮によって、縦方向Ｙへ延びる皺７９が複数発生する。後ウエス
ト域１５に発生する皺７９が延びる方向と、第２図７４ｂを構成する第２構成要素７８の
延びる方向とが同一であれば、後ウエスト域１５における後開口端縁２２ｂを目立たせる
ことができ、仮に、後ウエストパネル１９がめくれてしまった場合には、着用者または第
三者が、それを第２構成要素７８によって容易に理解できるようにすることができる。前
ウエスト域１４側においても同様である。
【００９０】
　また、第１図７１と第２図７４ｂとを同一のものに形成すれば、排泄部が漏れることを
防止できる部分がどこに配置されているのかを容易に理解することができる。
【００９１】
＜第４実施形態＞
　図１３を参照すると、本実施形態における前ウエストパネル１８は、縦方向Ｙにおいて
所定のピッチで配置された第１乃至第３前ウエスト弾性体３１，３３，３５を有し、前開
口端縁２２ａから下端縁までの縦方向Ｙの長さ寸法を三等分し、前開口端縁２２ａ側に位
置する前外端域１３７と、クロッチ域１６側に位置する前内端域１３８と、前外端域１３
７と前内端域１３８との間に位置する前中間域１３９とを有する。
【００９２】
　図１４を参照すると、本実施形態における後ウエストパネル１９は、縦方向Ｙにおいて
所定のピッチで配置された第１乃至第３後ウエスト弾性体３２，３４，３６を有し、後開
口端縁２２ｂから下端縁までの縦方向Ｙの長さ寸法を三等分し、後開口端縁２２ｂ側に位
置する後外端域１４０と、クロッチ域１６側に位置する後内端域１４１と、後外端域１４
０と後内端域１４１との間に位置する後中間域１４２とを有する。
【００９３】
　ウエスト弾性体３１－３６の繊度及び伸長倍率を上記のように設定してあるため、後ウ
エスト域１５の各域１４０－１４２における伸長応力の相関関係は、後外端域１４０≧中
間域１４２＞後内端域１４１となる。よって、レッグ弾性域６２の伸長応力を相対的に小
さく設定してもおむつ１０が下方へずれるのを防止することができる。
【００９４】
　また、レッグ弾性域６２と、後外端域１４０とにおける伸長力の相関関係が、レッグ弾
性域６２＜後外端域１４０の関係を満たすことが好ましく、レッグ弾性域６２と、後中間
域１４２とにおける伸長力の相関関係は、レッグ弾性域６２＜後中間域１４２の関係を満
たすことが好ましい
【００９５】
　おむつ１０の着用者が乳幼児の場合には、腰を浮かせて足指を口に咥えたり、横臥状態
で両脚を交差させる等の特有の動作をしたりすることがある。かかる動作をする際には、
レッグ弾性域６２の収縮作用によって後内端域１４１が引っ張られて、後ウエスト域１５
全体が前方へずれるように移動して、乳幼児の背側が露出してしまう等の問題がある。か
かる場合において、レッグ弾性域６２の伸長力が後ウエスト域１５の各域１４０－１４２
よりも大きい場合には、レッグ弾性域６２の収縮作用によって後ウエスト域１５がより前
方へ移動し易くなる。本実施形態においては、レッグ弾性域６２の伸長力を後外端域１４
０及び後中間域１４２のそれよりも小さくしていることから、レッグ弾性域６２の収縮に
よって後内端域１４１にそれを前方へ引っ張ろうとする力が作用しても、後内端域１４１
が大きく位置ずれすることはなく、後ウエスト域１５全体が前方へ移動することはない。
また、着用者の臀部の最も突出部した部分から腰部にかけて対向して位置する後中間域１
４２と後外端域１４０との伸長力を比較的に大きくすることによって、たとえ後内端域１
４１にレッグ弾性域６２によってそれを前方へ引っ張ろうとする力が作用したとしても後
ウエスト域１５における後中間域１４２と後外端域１４０が位置する部分は着用者の身体
にフィットし、かつ、臀部の上端に引っ掛かるように位置する。
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【００９６】
　パンツ型の使い捨ておむつ１０を構成する各構成部材には、特に明記されていない限り
において、本明細書に記載されている材料のほかに、この種の分野において通常用いられ
ている、各種公知の材料を制限なく用いることができる。また、本明細書及び特許請求の
範囲において使用されている「第１」、「第２」及び「第３」の用語は、同様の要素、位
置等を単に区別するために用いている。
【００９７】
　以上の本発明に関する開示は、少なくとも下記事項に整理することができる。
【００９８】
＜第１発明＞
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域
は、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であ
って前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面
側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエスト外弾性域と、前記
クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾性域と前記前ウエス
ト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウエスト外弾性域の伸
長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前記前ウエスト内弾性域の伸
長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記前ウエスト内弾性域にお
いては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記前
ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記ウエ
スト開口の一部を画定する後開口端縁と、前記ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記
後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置
する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外弾性域と、前記クロ
ッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域と前記後ウエスト内
弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾性域と前記後ウエス
ト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体非配置域とを含み、
前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、
前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、
前記後ウエスト内弾性域においては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中
央に位置しておらず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウ
エスト中弾性域には前記吸収性コアの後端縁が隣接し、前記前ウエスト域の前記防漏性シ
ートの外端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法は、前記後ウエスト
域の前記防漏性シートの前記外端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向における離間寸
法よりも大きく、前記吸収性コアの前記前端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向にお
ける離間寸法が、前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向にお
ける離間寸法よりも小さい。
＜第２発明＞
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域
は、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り方向へ伸縮可能であ
って前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コアの前記非肌対向面
側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエスト外弾性域と、前記
クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾性域と前記前ウエス
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ト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウエスト外弾性域の伸
長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前記前ウエスト内弾性域の伸
長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記前ウエスト内弾性域にお
いては、ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記前
ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記ウエ
スト開口の一部を形成する後開口端縁と、前記ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記
後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域と、前記後ウエスト保持域を形成するシートと
、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁側
に位置する後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、
前記後ウエスト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域
と、前記後ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体
を配置していない弾性体非配置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後
ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前記後ウエスト内弾性域の伸長応力が前記後
ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記後ウエスト内弾性域においては、ウエス
ト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、前記後ウエスト中弾性
域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアの後端縁
が隣接し、前記防漏性シートは、前記吸収性コアの前記後端縁よりも前記後開口端縁側に
延出しており、前記ウエスト伸縮域は、少なくとも前記吸収性コアの前記後端縁と前記後
開口端縁との間に形成されており、前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁側へ
延出する部分の前記縦方向の寸法は、前記後ウエスト域における前記吸収性コアの前記縦
方向の寸法よりも大きい。
＜第３発明＞
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域
は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に位置するウエスト外
層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウエスト開口側に位置
する第１補強層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して前記クロッチ域側に
位置する第２補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り
方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コ
アの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエス
ト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾
性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウ
エスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置する第１前
ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と、前記第２補強
層と前記ウエスト外層との間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト
中弾性域は、前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエスト弾性体とを有
し、前記前ウエスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前記吸液構造体の
前記横方向の中央に位置しておらず、前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端
縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌
対向面側に位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間に位置
して前記縦方向へ延びる後補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する後開口端縁と、
前記ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置する後ウエスト保持域
と、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に位置する前記防漏性シートと、前記後開口端縁
側に位置する後ウエスト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と
、前記後ウエスト外弾性域と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性
域と、前記後ウエスト内弾性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性
体を配置していない弾性体非配置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウ
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エスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置する第１後ウエスト弾性体とを有し、前記後
ウエスト内弾性域は、前記後補強層と、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に位置する
第３後ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記
吸収性コアの後端縁と前記第１後ウエスト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記
後補強層および前記ウエスト外層の間に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、前記後
ウエスト内弾性域においては、前記第３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向
の中央に位置しておらず、前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記
後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアの前記後端縁が隣接し、前記前ウエスト域の前記
防漏性シートの外端縁から前記前開口端縁までの前記縦方向における離間寸法は、前記後
ウエスト域の前記防漏性シートの前記外端縁から前記後開口端縁までの前記縦方向におけ
る離間寸法よりも大きく、前記吸収性コアの前記前端縁から前記前開口端縁までの前記縦
方向における離間寸法が、前記吸収性コアの前記後端縁から前記後開口端縁までの前記縦
方向における離間寸法よりも小さい。
＜第４発明＞
　縦方向及びそれに直交する横方向を有し、肌対向面及びその反対側の非肌対向面と、前
ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なく
とも前記クロッチ域に位置する吸収性コアとを含み、前記前後ウエスト域の両側縁部を互
いに接合することによってウエスト開口と一対のレッグ開口とが画定されるパンツ型の使
い捨て吸収性物品において、前記吸収性コアは、吸液構造体に含まれ、前記前ウエスト域
は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌対向面側に位置するウエスト外
層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間において、前記ウエスト開口側に位置
する第１補強層および前記縦方向において前記第１補強層と離間して前記クロッチ域側に
位置する第２補強層と、前記ウエスト開口の一部を画定する前開口端縁と、ウエスト回り
方向へ伸縮可能であって前記前開口端縁側に位置する前ウエスト保持域と、前記吸収性コ
アの前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記前開口端縁側に位置する前ウエス
ト外弾性域と、前記クロッチ域側に位置する前ウエスト内弾性域と、前記前ウエスト外弾
性域と前記前ウエスト内弾性域との間に位置する前ウエスト中弾性域とを含み、前記前ウ
エスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエスト外層の間に位置する第１前
ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト内弾性域は、前記第２補強層と、前記第２補強
層と前記ウエスト外層との間に位置する第３前ウエスト弾性体とを有し、前記前ウエスト
中弾性域は、前記第１補強層と、前記吸収性コアを横断する第２前ウエスト弾性体とを有
し、前記前ウエスト内弾性域においては、前記第３前ウエスト弾性体が前記吸液構造体の
前記横方向の中央に位置しておらず、前記前ウエスト中弾性域内に前記吸収性コアの前端
縁が位置し、前記後ウエスト域は、前記肌対向面側に位置するウエスト内層と、前記非肌
対向面側に位置するウエスト外層と、前記ウエスト内層と前記ウエスト外層との間に位置
して前記縦方向へ延びる後補強層と、前記後ウエスト域は、前記ウエスト開口の一部を形
成する後開口端縁と、前記ウエスト回り方向へ伸縮可能であって前記後開口端縁側に位置
する後ウエスト保持域と、前記後ウエスト保持域を形成するシートと、前記吸収性コアの
前記非肌対向面側に位置する防漏性シートと、前記後開口端縁側に位置する後ウエスト外
弾性域と、前記クロッチ域側に位置する後ウエスト内弾性域と、前記後ウエスト外弾性域
と前記後ウエスト内弾性域との間に位置する後ウエスト中弾性域と、前記後ウエスト内弾
性域と前記後ウエスト中弾性域との間に位置し、ウエスト弾性体を配置していない弾性体
非配置域とを含み、前記後ウエスト外弾性域は、折り返したウエスト外層と、前記ウエス
ト外層の間に位置する第１後ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾性域は、前記
後補強層と、前記後補強層と前記ウエスト外層の間に位置する第３後ウエスト弾性体とを
有し、前記後ウエスト中弾性域は、前記縦方向において、前記吸収性コアの後端縁と前記
第１後ウエスト弾性体との間に位置し、前記後補強層と、前記後補強層および前記ウエス
ト外層の間に位置する第２前ウエスト弾性体とを有し、前記後ウエスト内弾性域において
は、前記第３後ウエスト弾性体が前記吸液構造体の前記横方向の中央に位置しておらず、
前記後ウエスト中弾性域には前記吸収性コアが含まれず、前記後ウエスト中弾性域には前
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記吸収性コアの前記後端縁が隣接し、前記防漏性シートは、前記吸収性コアの前記後端縁
よりも前記後開口端縁側に延出しており、前記ウエスト伸縮域は、少なくとも前記吸収性
コアの前記後端縁と前記後開口端縁との間に形成されており、前記吸収性コアの前記後端
縁から前記後開口端縁側へ延出する部分の前記縦方向の寸法は、前記後ウエスト域におけ
る前記吸収性コアの前記縦方向の寸法よりも大きい。
【００９９】
　上記段落［００９８］に開示した本発明に係るパンツ型の使い捨て吸収性物品は、少な
くとも下記の実施形態を含み、実施形態は、互いに分離し又は組み合わせて採択される。
（１）前記前ウエスト外弾性域には複数条の第１前ウエスト弾性体が位置し、前記前ウエ
スト中弾性域には複数条の第２前ウエスト弾性体が位置し、前記前ウエスト内弾性域には
複数条の第３前ウエスト弾性体が位置し、前記第１前ウエスト弾性体の繊度および伸長倍
率を前記第２前ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率よりも大きくすることによって、前
記前ウエスト外弾性域の伸長応力が前記前ウエスト中弾性域の伸長応力よりも大きく、前
記第２前ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第３前ウエスト弾性体の繊度および
伸長倍率よりも大きくすることによって、前記前ウエスト内弾性域の伸長応力が前記前ウ
エスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記後ウエスト外弾性域には複数条の第１後ウ
エスト弾性体が位置し、前記後ウエスト中弾性域には複数条の第２後ウエスト弾性体が位
置し、前記後ウエスト内弾性域には複数条の第３後ウエスト弾性体が位置し、前記第１後
ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記第２後ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率
よりも大きくすることによって、前記後ウエスト外弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中
弾性域の伸長応力よりも大きく、前記第２後ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率を前記
第３後ウエスト弾性体の繊度および伸長倍率よりも大きくすることによって、前記後ウエ
スト内弾性域の伸長応力が前記後ウエスト中弾性域の伸長応力よりも小さく、前記後ウエ
スト内弾性域における前記第３後ウエスト弾性体のピッチ、および前記後ウエスト中弾性
域における前記第２後ウエスト弾性体のピッチよりも前記弾性体非配置域の前記縦方向の
寸法が大きい。
（２）前記吸収性コアの前記肌対向面に位置するトップシートと、前記吸収性コアの前記
非肌対向面に位置するバックシートと、前記バックシートの前記非肌対向面に配置してあ
る前記防漏性シートとを有する前記吸液構造体を備える。
（３）前記吸収性コアの前記肌対向面に位置するトップシートと、前記吸収性コアの前記
非肌対向面に位置するバックシートと、前記バックシートの前記非肌対向面に位置する液
不透過性シートとを有する前記吸液構造体を備え、前記防漏性シートは、前記吸液構造体
の前記非肌対向面に配置してある。
（４）前記吸収性コアは前記縦方向へ連続して延びるものであり、前記縦方向において、
前記吸収性コアの前記後端縁の位置が、前記吸収性コアの前記前端縁の位置よりも下方に
配置される。
（５）前記前ウエスト保持域および前記後ウエスト保持域は、前記前ウエスト域における
前記前開口端縁から前記吸収性コアの前記前端縁までの長さ寸法を基準にして設定される
ものであり、前記後ウエスト保持域は、前記前ウエスト保持域を形成するシートの枚数が
、前記後ウエスト保持域を形成するシートの枚数よりも少ない部分を有する。
（６）前記前ウエスト保持域を形成するシートの単位面積当たりの質量よりも、前記後ウ
エスト保持域を形成するシートの単位面積当たりの質量が小さい。
（７）前記前ウエスト域および前記後ウエスト域は、前記前ウエスト保持域における下端
縁から前記クロッチ域へ向けて所定の長さ寸法だけ前記縦方向へ延びて前記前後ウエスト
保持域に隣接する前ウエスト中央域及び後ウエスト中央域を有し、前記縦方向における単
位長さ当たりの前記後ウエスト中央域の前記ウエスト回り方向への伸長応力よりも、前記
縦方向における単位長さ当たりの前記後ウエスト保持域の前記ウエスト回り方向への伸長
応力が大きい。
（８）前記後ウエスト保持域は、前記吸液構造体の前記非肌対向面側に配置されて前記横
方向へ延びる後ウエスト弾性体を含み、前記後ウエスト弾性体は、前記ウエスト回り方向
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へ連続して延びる。
（９）前記防漏性シートの前記非肌対向面には、外部から視認可能な図が形成され、前記
図は、前記縦方向へ延びる構成要素を有する。
（１０）前記後ウエスト域は、前記後開口端縁から前記クロッチ域側の下端縁までの前記
縦方向の長さ寸法を三等分した場合、前記後開口端縁側に位置する後外端域と、前記クロ
ッチ域側に位置する後内端域と、前記後外端域と前記後内端域との間に位置する後中間域
とを有し、前記後外端域と、前記後内端域と、前記後中間域とにおける伸長応力の相関関
係は、前記後中間域≧前記後外端域＞前記後内端域である。
（１１）前記レッグ開口の一部に沿って配置されたレッグ弾性域を有し、前記レッグ弾性
域と、前記後外端域とにおける伸長力の相関関係は、前記レッグ弾性域＜前記後外端域で
あり、前記レッグ弾性域と、前記後中間域とにおける伸長力の相関関係は、前記レッグ弾
性域＜前記後中間域である。
 
【符号の説明】
【０１００】
１０　　パンツ型の使い捨て吸収性物品（使い捨てプルオンおむつ）
１１　　吸液構造体
１４　　前ウエスト域
１５　　後ウエスト域
１６　　クロッチ域
１８　　前ウエストパネル
１９　　後ウエストパエル
２２　　ウエスト開口
２２ａ　前開口端縁
２２ｂ　後開口端縁
２３　　レッグ開口
２８　　前防漏性シート（前防漏性シート）
２９　　後防漏性シート（後防漏性シート）
３２　　第１後ウエスト弾性体
３４　　第２後ウエスト弾性体（後ウエスト弾性体）
４９ａ　前ウエスト伸縮域
４９ｂ　前ウエスト保持域
４９ｃ　前ウエスト中央域
５０ａ　後ウエスト伸縮域
５０ｂ　後ウエスト保持域
５０ｃ　前ウエスト中央域
５８　　吸収性コア
５８ａ　前端縁
５８ｂ　後端縁
５９　　身体側ライナ（トップシート）
６０　　外カバー（バックシート）
６１　　防漏性シート
６２　　レッグ弾性域
７４ａ　第２図（図）
７６　　第２構成要素（構成要素）
１３７　　前外端域
１３８　　前内端域
１３９　　前中間域
１４０　　後外端域
１４１　　後内端域
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１４２　　後中間域
Ｌ１　　前ウエスト域の前防漏性シートの外端縁から前開口端縁までの縦方向における離
間寸法
Ｌ２　　後ウエスト域の後防漏性シートの外端縁から後開口端縁までの縦方向における離
間寸法
Ｌ３　　吸収性コアの前端縁から前開口端縁側までの縦方向における離間寸法
Ｌ５　　吸収性コアの後端縁から後開口端縁までの縦方向における離間寸法
Ｌ６　　後ウエスト域における吸収性コアの縦方向の寸法
Ｌ９　　ウエスト保持域の縦方向の寸法（前ウエスト域における前開口端縁から吸収性コ
アの前端部までの長さ寸法）
Ｌ１０　ウエスト中央域の縦方向の寸法（前ウエスト保持域における下端縁からクロッチ
域へ向けて縦方向へ延びる長さ寸法）
Ｘ　　　横方向
Ｙ　　　縦方向
 

【図１】 【図２】
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